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 研究の目的
里山の荒廃が憂慮されるようになって久しい。本研究は就実学園が

所有する山林を「就実・森の学校」として生徒・学生と共に整備し、
幼稚園から中学・高校、また短大・大学、さらに地域社会の方々にも
対応するＥＳＤ（持続可能な社会のための教育）教育プログラムを開
発することを目的とするものである。

就実学園は昭和４６年から岡山市中区今谷地区（操山山塊東端）に
山林を所有しているが、その後の管理が不十分で荒廃し、手が付けら
れない状態となっていた。平成 22 年秋から、過去の資料の検証や現
地調査を行った結果、従来の雑木林中心の里山に竹林の侵入が著しく
すすんではいるものの、予想以上に豊かな植生が残っていること、ま
た敷地内に７世紀後半の古墳が８基あることもわかった（その後の調査で 20 基と確認）。この恵まれた自然や文化遺産
を生きた教材として利用出来ないかと考え、里山の再生活動を実施しながら、ESD 教育（持続可能な社会のための教育）
に役立つ教育プログラムの開発に着手した。

 研究の経過
  ２４年度は教育プログラム開発のために以下の行事を実施した。（平成 24 年 4 月〜平成 25 年 4 月） 

ESD 教育に資する教育プログラムの開発
～「就実・森の学校」での里山づくりを通して～

「就実・森の学校」の利用をすすめる会（代表者：石田省三）

就実・森の学校（笠井山を望む）

	 日  時	 　　　　　活　動　名	 対 象	 参加数	 　　　　　　　　内　　　容

1	 4/22（日）	 2012　春の訪れコンサート	 全学・一般	 450	 ５グループ参加予定(雨天中止)

2	 ４〜５月	 干したけのこプロジェクト１			   干したけのこ製造

3	 5/28（土）	 就実こども園 親子遠足	 こども園	 70	 たけのこ掘り、里山散策

4 	 5/ 5（土）	 就実吹奏楽里山ハイク	 中学・高校	 100	 里山探訪、古墳見学

5 	 5/17（木）	 中３里山ウオーク	 中学    	 70	 ＥＳＤ活動（植生観察等） 

6 	 6/ 3（日）	 富山公民館エコ祭り	 一般    	 10	 就実・森の学校活動報告展 

7 	 8/ 2（木）	 干したけのこプロジェクト２	 高２生	 8	 干したけのこ料理研究１

8 	 8/23（木）	 有森裕子キッズキャンプ	 一般	 100	 里山体験・そうめん流し体験

9 	 8/25（土）	 就実こども園 夕涼み会	 こども園	 100	 そうめん流し体験（親子）

10	 9/22（土）	 就実中・高校文化祭	 中学・高校		  森の学校里山活動報告展

11	 10/20-21	 就実短・大学なでしこ祭	 短大・大学		  里山報告展、そうめん流し体験

12	 10/27（土）	 2012　操山里山サミット	 全学・一般   	 91	 操山での里山作り体験発表（６）

13	 11/ 2（金）	 エコ容器埋設作業	 短大・大学    	 45	 エコ容器の土壌還元実験

14	 11/24（土）	 椎茸菌植え付け体験 第１回	 一般    	 41	 植菌用樹木の伐採・玉切り作業

15	 11/15（日）	 ３回グリーンボランティア	 全学    	 61	 竹林整備

16	 12/18（火）	 幼稚園餅つき体験	 こども園    	 50	 森の学校

17 	 1/20（木）	 ４回グリーンボランティア	 全学    	 70	 竹林整備・廃油ろうそく作り

18 	 2/18（水）	 干したけのこプロジェクト３	 高２生     	 8	 干したけのこ料理研究２

19 	 2/27（水）	 干したけのこプロジェクト４	 高２生     	 8	 干したけのこ料理研究３

20 	 3/ 2（土）	 椎茸菌植え付け体験 第２回	 一般    	 50	 椎茸等４種のきのこ植菌

21 	 3/17（日）	 ５回グリーンボランティア	 全学    	 95	 植林事業（赤松500本）

22 	 4/21（日）	 2013　春の訪れコンサート	 全学・一般   	 470	 出演７団体、地域ボランティア
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２４年度の重点活動について
（１）里山サミットの開催（写真１）

平成２４年１０月２７日、操山里山サミットを開催した。操山山塊をフィールドとして
里山保全活動をしている７団体が参加し、それぞれの活動報告をした。富山エコクラブは、
裏山から採集したドングリから苗木を育て、植林する活動を報告。岡大附属中からは（Earth 
Rise Project）「岡山の森を学ぶ」の報告があった。サミットの最後には『わたしたちは操
山から多くの恵みを受けてきました。しかし時代の変化と共に里山本来の良さが失われよ
うとしています。わたしたちは今こそ互いにつどい、新たな里山づくりを目ざすことを誓
います』とする里山宣言を採択し閉幕した。その後、各地域は互いに連絡を取りながら活
動している。
（２）竹林整備および竹の利用研究について（写真２）

森の学校の約８割は孟宗竹で覆われ、人も入れない状況になっている。この竹林の整備
を通して生徒、学生に里山の再生を考えさせるプログラムを実施してい
る。グリーンボランティアとして年間３〜４回実施。100 名程度が参加
しており毎回増加の傾向を示しており関心の高さがうかがえる。

竹は里山を荒れさせる原因になっているが、その一方で１年で１０ｍ
以 上伸びることから、持続可能な資源としての側面も持っている。こ
の利用を考えることはＥＳＤ活動を進める上できわめて大切なことであ
る。森の学校では協力者である『竹に学ぶ会』と共に、次のような竹の
利用研究を進めている。

①竹材としての利用・・・カキ筏（日生）　
②竹の肥料化実験（岡山大学と連携）
③たけのこの新たな利用法として干したけのこの製造

（３）赤松の植林活動

森の学校の一部にあたる笠井山南麓は、赤松が多くかつて松茸の産地
として知られたところであった。しかし里山の荒廃と、松食い虫被害に
より赤松が枯死してしまった。この赤松を再生するため、毎年３月に、
グリーンボランティアにより 500 本の「桃太郎松」を植林している。次
回は２６年３月に実施の予定。 
（４） 干したけのこプロジェクト（写真３）

竹の利用の一つとして、新たな食材である「干したけのこ」を作った。
この食材は九州では広く食されているが、本州ではほとんど見ることは
ない。たけのこを食品として利用するのはおよそ一ヶ月であるが、干し
たけのこは１年の保存が 可能である。試作品を食べてもらうと、独特
の食感が多くの人に好まれることがわかった。この食材の利用が高まる
と、地域の人々も今以上に竹林に関わるようになり、里山再生にもつな
がってくるものと思われる。２４年度、高校生による干したけのこ料理
を開発し、「干したけのこ料理レシピ集Ⅰ」を発行した。このレシピ集
がきっかけとなり干したけのこが岡山の新たな食材として定着すること
を期待する。

研究の成果と今後の課題
２４年度は２１の教育プログラムを作成し実践した。生徒・学生・また一般の方々にも里山の魅力が伝わったものと

思う。今後、これらのプログラムをＥＳＤ教育に生かしていくためには、地域の方々とのネットワークをより強固なも
のにしていくこと、また継続していくことが重要だと考え、次年度の計画を進めている。

＊「就実・森の学校」のホームページ　　http://iwanashi.jp/shujitsu-morino-gakkou        

（写真２）竹林の整備に汗を流す

（写真３）「高校生による干したけのこ料理レシピ集Ⅰ」
（仕上がり３つ折り、上が表面）

（写真１）里山サミットの新聞報道




